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家畜診療日誌  

                           真庭家畜診療所 岩原 幸治 

世の中不況風が吹き荒れ、マスコミにもあお

られて往診先での話も暗くなり、せっかくの丑

(牛)年でしたが寅年へ変わりました。 

 

 今年こそはと願いを込めて畜産業界に対し

初夢ならず寝言をいわせていただきます。 

 世の中勝ち組負け組み、事業仕分けなどとゴ

ミの分別の様に扱われ騒がれています。 

 

 畜産界はどちらでしょうか。昨年不景気、健

康志向も相まって、高級和牛肉消費量の落ち込

み、生乳需要量の落ち込み、低脂肪加工乳の増

加など‥‥、負け組みですか。 

 

 今まで追及してきた、「脂肪交雑：霜降り牛

肉」、「乳脂肪率３．５％以上の生乳」これは大

多数の消費者が求めているものでしょうか。 

 

 これらを達成するためには、大量の飼料が使

われ、家畜の病気も増え寿命も短くなりました。

そして輸入なしでは成り立たなくなったのが

現在の畜産業界ではないでしょうか。この背景

には、国際分業論といわれて工業製品を輸出し

て、食料・飼料を輸入してきました。 

 

 輸入穀物（飼料）は、世界の需給バランス、

ＣＯ2、飢餓人口等難しい問題を抱えています。 

 牛肉の消費は、輸入自由化後から特に拡大し

ておりますが、牛肉自給率は４０％前後で大半

が輸入肉です。最近は健康志向も高まり脂肪の

少ない「赤みの牛肉」を好む傾向が徐々に広が

りをみせています。 

 

 生乳の消費は頭打ち、低脂肪乳への嗜好の変

化と、肉も乳も生産と消費がずれを生じて、加

工流通システムに強い閉塞感が感じられます。 

 この状況下でやる気「モチベーション」を上

げるにはどうしたらいいでしょうか。 

 

 日本の畜産の長所を見つけ伸ばしていくし 

かないと考えます。 

 

 一つは｢霜降り牛肉｣｢安全な高品質牛乳｣で 

ある匠の技を生かす。 

 

 もう一つは循環型畜産の多面的機能（家庭の絆、

集落との交流、人間性の回復、生物多様性の農業）

を生かす。 

 

 そして 1 番のやる気は、事業に報酬が反映するこ

とでしょう。そのためには販路の拡大を図ること。

国内では市場が成熟してしまっており、匠の技であ

る畜産物をもっと海外進出させることと考えます。

ＥＵ（欧州連合）のような地域統合である東アジア

共同体構想が発表されましたが、大いに期待したい

ところです。 

 

 一方国内においては、消費者の嗜好の変化に伴っ

た畜産物の供給をおこなっていくことです。 

野菜を参考にすれば、化学肥料を使った大量生産、

工場での水耕栽培等機械化した経営と、地産地消に

見られる有機減農薬による、地域に根ざした少量多

品種野菜が販売高を大きく伸ばしていると言われ

ています。 

 

エサとか環境にこだわった山地酪農、赤みの多い

ヘルシー牛肉など、創意工夫が出来て地域における

牛飼いといえるポジションを確立することです。 

 

生産者と消費者と業界が一丸となって、多様性に

対応できる畜産業を再生していただきたいです。 

 

家畜診療所において、診療だけではなく生産獣医

療を、生産動物に実施していくことが求められてい

ると思います。動物のストレスを除去して生産性を

上げ、環境負荷の少ない持続型畜産に貢献できるよ

う、農家の皆さんに元気になってもらい、正夢にし

たいと思います。 

                                                                                                                  


